[bookmark: _GoBack]南高ＳＴＥＡＭによる授業デザイン案・指導略案
	[bookmark: _Hlk136278691]主に　②　番
	①教科横断型授業（異教科間のリレー授業・コラボ授業）
②探究学習型授業（探究学習プロセスのいずれかの段階を踏まえた授業）
③学習到達度を意識した授業（can-do・to-doリストを活用した授業）

	対象
	２年文系

	授業（科目）
	世界史探究

	内容
	データ（グラフ）と歴史的事象を関連付け、その時代の特徴を理解する。

	未来デザイン力（獲得したい力）、及びその要素（下記のﾏｽﾀｰﾙｰﾌﾞﾘｯｸから転記）
	B　学びに向かう姿勢
	1 学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	
	C　自己管理力
	1 自己研鑽　②主体的判断　

	
	D　課題対応力
	1 テーマ（問い）設定　

	
	G　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力
	1 傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	南高STEAMの視点
（どのような横断か、　どのような探究か、等）
	データ（グラフ）からその時代の特徴について考察する。
持っている知識とデータ（グラフ）をリンクさせ、その知識を使ってデータ（グラフ）を正確に読み解く。



[bookmark: _Hlk136278889]指導略案
	時間
	生徒の活動
	教師の活動
	留意事項

	0:00
(5分)


	
本時の目的を理解する。
	本時の目的を説明する。
・これまでの学習内容とグラフ　　
　をリンクさせ、その時代の特徴について理解する。
	

	0:05
(10分)

	「中国の人口」のグラフと「地丁銀制」の内容から、その関連性について考察する。
	ヒントを示しつつ考察を促す。
	

	0:15
(15分)

	「各国ＧＤＰの推移」のグラフについてグラフの特徴的な部分にチェックを入れ、なぜそうなっているのか仮説を立てる。
各自ロイロノートに記入する。
	ヒントを示しつつ考察を促す。
	

	0:30
(5分)
	考察した内容を発表する。
	スクリーンに投影する。
	

	以上前時、以下本時

	0:00
(10分)



	考察するグラフを選び、グラフの特徴的な部分にチェックを入れ、なぜそうなっているのか仮説を立てる。
	ヒントを示しつつ考察を促す。
	

	0:10
(5分)
	仮説をロイロノートにまとめ、発表する。
	スクリーンに投影する。

	

	0:15
(15分)
	教材を用いて考察する。
	教材を示しつつ考察を促す。
	

	0:30
(10分)
	考察した内容を発表する。
	スクリーンに投影する。
	

	0:40
(10分)
	長崎市の各データから長崎市の現状についてまとめ、長崎市のこれからに何が必要か考察する。時間があれば発表する。
	ヒントを示しつつ考察を促す。
	



授業を通して身につけさせたい「未来デザイン力」とその要素を選んで表中の欄に記入する。数は不問。
	Ａ　キャリアプランニング
	①社会貢献意識　②社会・大学分析　③自己分析・目標設定

	Ｂ　学びに向かう姿勢
	①学ぶ意義　②学びの技法　③学びの習慣

	Ｃ　自己管理力
	①自己研鑽　②主体的判断　③タイムマネジメント

	Ｄ　課題対応力
	①テーマ（問い）設定　②研究手法の獲得　③創意工夫

	Ｅ　自己有能感
	①成功・挫折体験　②ストレスマネジメント　③レジリエンス

	Ｆ　品性ある言動
	①生命尊重　②多様性尊重　③相手意識

	Ｇ　コミュニケーション力
	①傾聴　②対話・議論　③発表・発信

	Ｈ　チームワーク
	①目的意識共有　②リーダーシップ　③フォロワーシップ



